
潟上・南秋造形教育研究会	 会員数19名

組織　会　　長　合　田　マキ子（天 王 小 学 校）

　　　副 会 長　佐　藤　　　恵（八郎潟中学校）

　　　運営委員　菅　原　　　恵（五城目小学校）	 簗　瀬　智　美（井 川 小 学 校）

　　　　　　　　小　林　博　子（五城目第一中学校）	 近　江　和佳子（天 王 中 学 校）

　　　事 務 局　都　留　賀津人（天王南中学校）

主な事業

・総会	 ４／12(水) ・運営委員会	 ５／25(木)

・夏休み造形教室	 ８／４(木) ・教科等研究会	 ９／６(水)

・子どもの絵を語る会	 12／８(金) ・秋田県児童生徒美術展	 １／５(金)

研究会の記録

　⑴　研究主題　　よろこび・わくわく　新たな発見　～キラリ感じてつなげる，広げる～

　⑵　活動の概要

　　①　夏休み造形教室

　　　◆会場　　五城目町　野鳥の森

　　　◆内容　　木の実，木の枝などを生かした立体作品の制作

　　　◆対象　　潟上・南秋地区の小学生

　　　◆所感　　学校ではなかなか得られない子どもの興味を引

く豊富な自然素材と充実した工具の他，動眼や

コルクシート等イメージ通りの制作を助ける素

材も用意した。子どもたちは，自然豊かな環境

のもと，材料から豊かに発想し，必要に応じて

造形部員のアドバイスを受けながら，自分の思

いを生かした作品作りを楽しんでいた。

　　②　教科等研究会

　　　◆会場　　潟上市立天王中学校　美術室

　　　◆内容　　実技演習「エコクラフト」

　　　◆講師　　エコクラフトを楽しむ会代表　鈴木　洋子		氏

　　　◆所感　　地域でサークル活動を主催している講師の指導のもと，クラフトテープを使用したバッグ

づくりの研修を行った。授業に活用できそうな材料体験となった。指導される立場で演習

を行ったことにより，自分の思いを生かしてつくる喜びを感じたり，改めて支援の在り方

などについて考えたりする機会となった。

　　③　子どもの絵を語る会（秋田県児童生徒美術展地区審査会）

　　　◆会場　　潟上市　昭和公民館

　　　◆内容　　県児童生徒美術展の作品審査，児童生徒による造形作品の評価の在り方についての研修

　　　◆所感　　作品に込められた児童生徒の思いや，作品作りの様子などについて話し合う中で意見交換

しながら審査を行った。絵や立体作品の捉え方，授業づくりや指導技術についての情報交

換など，審査の枠を超えた話合いも自然になされた。
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